
 

 

 

 

 

令和２年度の太宰府中学校が本格始動！ 
■５月１８日(月)からの分散登校、２５日(月)からの午前中授業を経て、

本日６月１日(月)から通常の学校生活が始まりました。２月末から３ヶ月

弱にも及ぶ学校の臨時休業の期間、太宰府中生そして新入生の皆さん

は外出を控え、様々な面で自粛生活を送ることができたと思います。そ

の甲斐あって、生徒やその家族の皆さんが新型コロナウイルスに罹患し

命の危険にさらされることもなく今日を迎えられたことに感謝いたします

とともに安堵しているところです。 

 しかし、３ヶ月近くの臨時休業は、:学習面だけでなく生活面への影響も

大きく、分散登校や午前中授業を通して、徐々に従来の学校生活

のリズムに戻っている現状です。 

■さて、これからの本校の新型コロナウイルス感染防止の取組につ

いては、文部科学省や福岡県、太宰府市教育委員会の方針や５月

２２日に発表された「学校の新しい生活様式」(右表参照)に基づき感

染防止に努めていきます。特に、これから取組の前提となるのが、

次の３つです。 

 

 

 

 

ご家庭でも、毎日の登校前の検温と体調確認、登校前や帰宅直後

の手洗いの慣行、マスクの準備等について、感染から家族を守る観

点からもご指導をお願いします。 

█また、授業において感染リスクが高くなる学習活動については、活

動自体を取りやめたり、実施時期を変更したりして対応していく予定

です。それに伴い、体育祭・自然教室(１年生)については本年度の

中止を決定しています。 

 

再出発！ これから目指す目標 

■６月１日(月)に、新学期の始業式に当たる「再出発の会」を行いました。新型コロナウイルス感染対策のため全校生

徒が体育館に集まることができないため、放送による会となりました。その中で、小宮校長は今年度の残された期間

で目指す目標を次のように生徒の皆さんに説明しました。 

☆本年度の教育目標☆ 

 

太宰府市立太宰府中学校 

学校通信１号（Ｒ２，６，１）

<分散登校時の授業の様子> 

〇 手洗いによる手指衛生 

〇 登校前の検温と体調確認 

〇 マスクの着用 

 



■具体的には、３つの輝きを目指すことを通して、次の３つの伸長を期待します。 

 

 

 

 

 特に、現在のような新型コロナウイルスによる校区内を中心に太宰府の沈静した状況の中、これからの街づくりに

「宰府人」の一員としての本校生徒ができることは何かを考え、実践していくことが必要です。まだ経済力がない中学

生は、地域の元気づくりを考え、実践していくことで、その役割を果たすことを期待し指導していきます。 

まず、マスクの下の笑顔とあいさつで、太宰府を元気にしていこう 

■詳細につきましては、次号でも紹介いたします。 

 

よろしくお願いします。生徒と共に創っていきます。 

■令和２年度の太宰府中学校のスタッフです。よろしくお願いします。 

校  長 小宮 雅弘 数学 教  頭 石原 玉絵 音楽 

主幹教諭(教務)                        髙良 悦子 理科 主幹教諭(ＣＳ) 安達 親作 数学 

【１学年】＊学年主任：重広 靖恵 

１年１組担任 井上 裕太 社会 副担任 石橋 眞子 理科 

１年２組担任 松本 祐里奈 保健体育 副担任 白垣 善晴 美術 

１年３組担任 重広 靖恵 英語 副担任 近藤 翔太 理科 

あさかぜ1 組担任 永野 千晴 特別支援 課題対応 平田 朋子 数学 

【２学年】＊学年主任：梅野 真愛 

２年１組担任 黒﨑 健慈 保健体育 あさかぜ3 組担任 西尾 美里 特別支援 

２年２組担任 後藤 愛美 社会 副担任 吉村 総子 英語 

２年３組担任 須藤 太輔 理科 副担任 梅野 真愛 国語 

２年４組担任 井關 真利子 数学    

【３学年】＊学年主任：洞ノ上 尚美 

３年１組担任 小林 ちひろ 家庭 あさかぜ４組担任 小林 俊雄 特別支援 

３年２組担任 松尾 知子 英語 あさかぜ２組担任 坂口 遥平 特別支援 

３年３組担任 齋藤 祥太郎 技術 副担任 洞ノ上 尚美 国語 

   副担任 德永 雅子 音楽 

【学校全体】 

養護教諭 佐藤 裕美  特別支援教育支援員 長田 照代  

通級指導 原  恭  特別支援教育支援員 猪田 宣行  

事務主幹 高村 敬一  特別支援教育支援員 森田 紀代  

事務代理 熊谷 留美子  特別支援教育支援員 葭原 佳代  

事務補助 前田 麗菜  図書司書 米森 笑莉  

用務員 上原 義勝  スクール・カウンセラー  坂井 奈都子  

スクール・ソーシャルワーカー  柴田 真生  不登校支援 鮫島 祐紀子  

 

(1) 達成感や成就感を感得し、自己有用感を伸長する。 

(2) コミュニケーション力を高め、豊かな表情で発信する力を伸長する。 

(3) ｢宰府人｣として、地域の元気をつくり出す役割を果たす。 

 


